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 要  旨 
本研究は、Finite-Difference Time-Domain method(FDTD 法)による数値電磁界計算において、




















本研究では最後に 3 次元 FDTD 法による PML の反射係数を 1 次元射影法によって計算できる
ことを実証し、本研究で探索してきた PML 最適導電率プロファイルパラメタが 3 次元 FDTD 法
においても等しく有効であることを示している。 
 
